
              Study　No．9702

       イエメン・サナア旧市街における歴史的居住環境の保全

       に関する研究

       A　STUDY　ON　THE　CONSERVATION　OF　THE
       HISTORIC　ENVIRONMENT　IN　THE　OLD　CITY　OF
       SANA’A，YEMEN

       主査　吉田　正二

       委員　佐藤　　寛

       　　清田　明宏

       　　アブダッラー

       　　小林　朋子

       大坪　玲子

       横井　健ニ

       ハドラミー

       Ch．

       mem．

       Masaji　Yoshida

       Hiroshi　Sat0

       Akihiro　Seita

       Abdullah　al－Hadrami

       Reiko　Otsubo

       Kenji　Yokoi

       Tomoko　Kobayashi

       ［研究論文要旨］        ［SYNOPSIS］

       　1986年に世界遺産に登録されたサナア旧市街は国際的

       協力を得て保全事業が進んでいる。しかし保全事業は住

       民不在で実施されてきた。また事業は歴史的建造物の修

       復・再利用が中心で，居住環境整備が遅れている。

       　このような背景から本研究は，サナア旧市街を対象と

       して，イエメン・イスラームの伝統的都市構造と都市住

       居に関する学際的（都市計画・建築学・文化人類学・社

       会学・保健医療）調査を通してその歴史的居住環境の実

       態を明らかにし，今後その地域の伝統的社会構造及び文

       化を保持・継承することを前提とした保全的開発の姿を

       提案することを目的とする。

       　保全的開発の基本は住民の生活環境の改善であり向上

       である。そして新しく居住環境を創造していくことであ

       る。提案の主な内容は以下の通りである。

       1．住民参加のシステム構築：歴史的環境の保全には住

       民の意思と協力が不可欠である。旧市街の伝統的社会シ

       ステムは変容しつつあるものの，ハーラの長であるアー

       キルは住民の信頼を得てまとめ役として存在することが

       判明したことから，ハーラを住民参加の母体，アーキル

       をその代表として位置付け，保全計画に参画させるシス

       テムをつくる。

       2．都市構造の保全：旧市街の約4分の1は緑地であっ

       た。緑地は近代化に伴う，水不足と伝統的エコシステム

       の分断により，荒廃・放置され，今後も放置緑地は増加

       する傾向にある。モスクに単独浄化槽を設置し排水の再

       利用をはかることで緑地への水の供給を確保し，緑地の

       再生を試みる。土地利用の復旧は都市構造の保全として

       有効である。

       　旧市街の保全と開発はさまざまな問題が絡み合って複

       雑化している。しかし，保全の担い手はサナア住民であ

       ることを保全計画に関わるあらゆる人びとが認識するこ

       とから保全的開発は始まり，問題解決の糸口もそこにあ

       る。

       　　International agencies　and　a　number　of　foreign
       countries　have　offered　technical and　financial assistance　in
       carrying　out　the　preservation　of　the　Old　City　of　Sana'a　in

       Yemen，which　was　included　in　the　World　Heritage　List　of
       UNESCO　in 1986．Such　efforts，however，were　undertaken
       without　citizen's　participation，and　the　preservation　of
       historical monuments　have　preceded　the　provision　of　the

       living　environment　and　infrastructure．
       　　This　study　aims　to　clarify　the　historic　environment　of
       Sana'a through an interdisciplinary study (urban planning,
       architecture，anthropology，sociology，and　public　health）　of
       Yemen－Islamic　traditional　urban　structures　and　tower－type
       housing，and　to　propose　a　method　for　conservation－based
       development　on　the　premise　that　the local social stucture　and
       culture　of　the　city　should　be　maintained　and　passed　on　to　the

       next　generation．
       　　The　basics　of　conservation－based　development　is　the
       improvement　of　the living　environment，and　creation　of　new
       environment．The　main　points　of　the　proposal　are　as　follows：
       1. Organizing　a　system　for　citizen's　participation：The

       residents' opinions and collaboration are essential for the
       conservation　of　the　historic　environment．Although　the
       traditional social system　of　the　Old　City　has　been　undergoing

       change, the status of the akil/uqqal as the chief of harah/harat
       has　been　retained．In　forming　the　system　for　citizens'

       participation，the　harah　should　be　considered　as　the　main
       body for citizens' participation and the akil its representative.
       2．Conservation　of　the　urban　fabric：The　one－fourth　of　the
       Old　City　of　Sana'a　was　a　green　area　which　was　ruined　by
       modernization．The　installation　of　septic　tanks　in　the
       mosques　makes　it　possible　to　reuse　the　wastewater　for
       maqshama　and　bustan．The　restoration　of　traditional land　use

       is　effective　for　the　conservation　of　the　urban　fabric．
       　　The　conservation　and　development　of　the　Old　City　of
       Sana'a　is　becoming　increasingly　complex　for　it　involves
       various　issues．The　first　step　is，however，the　recognition　by
       those carrying out the conservation plan that the task should

       be　entrusted　to　the　residents，and　this　may　be　the　key　to

       resolving　this　problem．
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 研究No．9702  住宅総合研究財団
 研究年報No．251998

 イエメン・サナア旧市街における歴史的居住環境

 の保全に関する研究

 キーワード． 1）イエメン・サナア旧市街，2）世界遺産，3）国際協力，

 4）保全的開発，5）塔状住宅，6）緑地，7）ハーラ，

 8）アーキル，9）住民参加，10）公衆衛生

 主査　　吉田　正二＊1

 委員　　佐藤　　寛＊2大坪　玲子＊3

 　　　清田　明宏＊4横井　健二＊5

 　　　アブダッラー・ハドラミー‡6

 　　　小林　朋子＊7

 1．研究の目的と方法

 1．1研究の目的

 　アラビア半島の南端に位置するイエメン共和国は，か

 つての「シバの女王の国」であり，古くから「アラビ

 ア・フェリックス」と地中海世界の人びとに呼ばれ，繁

 栄を誇っていた。現在の首都であるサナアは，7世紀以

 降イスラーム都市としての特徴が形成され，中世期の姿

 は今日までよく保存維持されている。

 　サナアの旧市街は，1986年にユネスコの世界遺産に登

 録されて以来，国際協力を得て保全事業が実施されてい

 る。しかし事業の中心は歴史的建造物の保存であるため，

 居住環境の改善は遅れている。歴史的環境が地域社会の

 伝統文化の象徴であるとしても住民の生活向上を考える

 ならば建造物の保存と同時に快適な居住性をも追求した

 居住環境の整備・開発も進めなければならない。そのた

 めには「保全的開発 注1〕」という新しい都市開発の概念

 が必要である。

 　本研究の目的は，サナア旧市街（以降，旧市街と記

 す）を対象として，イエメン・イスラームの伝統的都市

 構造と都市住居に関する学際的（都市計画・建築学・文

 化人類学・社会学，保健医療）調査を通してその歴史的

 居住環境の実態を明らかにし，今後その地域の伝統的社

 会構造及び文化を保持・継承することを前提とした保全

 的開発の姿を提案することである 注2）。

 1．2研究の方法

 　研究方法は文献調査，統計資料収集，現地調査による。

 現地調査は主に1997年11月19日～12月10日と1998年7月

 24日～8月23日の2回にわたり行った 注3）。調査は歴史的

 都市保全機構（Generl Organization for the　Preservation

 of　Historic　Cities in Yemen，GOPHCY）関係者，アーキ

 ル，シャイフ，石工頭，旅行会杜，銀細工店主，ホテル

 経営者，サナア市民，サナア結核センター医療関係者，

 結核患者等へのヒヤリング，アンケート及び建造物実測

 と現地視察・写真撮影が主である。

 2．サナア市の社会変化

 　サナアの位置する旧北イエメンは2度のオスマン帝国

 の支配を除けば植民地化されずに閉鎖的社会を築いてい

 た。大きな変化は1962年の革命以後である。それまで王

 制国家は意図的に近代化・開発を抑制していたため，革

 命によって成立した共和国にとって，近代化はいわばゼ

 ロからのスタートであった。同時に人びとは中世さなが

 らの生活から一気に現代欧米的物質文明への適応を強い

 られた。また，周辺産油国の開発ブームと歩調を合わせ

 るように，サナアは急速な開発の時期を迎えた。

 　これを最も端的に示しているのが人口動態（表2－1）

 で，サナアにとって1962年の革命以前はいわば沈滞期で

 あり，革命以後の数年は動乱期であった。1970年代の内

 戦が終結すると急激な発展が始まり人口の都市集中が起

 こり始めた 注4〕。1990年の南北イエメン統一後には人口

 は50万人に達し，湾岸危機，湾岸戦争後には近隣産油国

 からイエメン人出稼ぎ労働者が強制帰国させられ，人口

 は一気に90万人以上に膨れ，その後も人口は増加し1996

 年現在114万人に達する。

 　　　　表2－1サナア市の人口動態（単位：人）

 　　　　　　　人口　　内は旧市街の概算人口
 1962
 1970
 1972
 1975
 1982
 1986
 1990
 1994
 1996

 　55，OO0
 　70，OO0
 　91．795
 　134．558
 250．000
 427．502
 500．000
 954．448

 1，140，091

 （38，000：センサスによる）

 （42，000：保全事務所による）

 （40，OOO：保全事務所による）
 （出所）文献2，統計年鏡1992．1997等

 ＊1国際連合地域開発センター　客員研究員（当時，杉田工務店）

 ＊5国際協力事業団　派遣専門家
 ＊7新潟大学大学院　修士課程

 ＊3東京大学大学院　博士課程
 ＊6イエメン文化・観光省文化遺産保護事業部

 　＊4結核予防会結核研究所　医師
 課長（当時GOPHCY調査課長）
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 3．旧市街の都市構造

 3．1革命前後の旧市街

 　今日見る旧市街はかつて南北１km，東西1．5km，総

 延長5kmに及ぶ壁で囲まれていた、その広さは，およ

 そ137haである注5（図3－1）。

 　市壁には東の要塞部では外部からストゥラン門，市壁

 内部からカスル門が開き，南にイエメン門，北にシュウ

 ーブ門，さらに西方にサバーハ門が配置されていた。ま

 たワーディー　（涸れ河二）と市壁との交差部2筒所にはハ

 ンダック（濠；サナアでは市壁と連続するワーディー上

 部の僑状構築物）が築かれていた。そして防衛のため市

 壁の内側約30m以内には建築規制がされ，建物は一切建

 ってはいなかった。

 　しかし現在市壁は北，南，そして東で一部を残す舳

 のみとなり，現存する門は要塞部の二つの門とイエメン

 門だけである、、ハンダックは1960年代後半に都市整備を

 理由に取り除かれた注7。さらに現存市壁内側部分には

 それに接して住宅が建てられた。

 写真
 1．1日市街景観
 2．旧市街景観
 3．北市壁
 4．薪スーク
 5．タパリ墓地
 6．　ワーディー・アッ
 　＝サーイラー
 7．ハンダックと南市壁
 8．南市壁
 9．マクシャーマ
 1o．イエメン門
 11．サムサラ・ナハス

 凡例
 M　モスク
 m　マクシャーマ
 b　ブスターン
 h　ハンマーム

 ー　市壁（現存）
 ‥　市蝶（撤去）
 ◆　市門
 　a1：ストゥラン門（閉鎖）
 　a2：カスル門
 　a3：イエメン門
 　a4：シュウーブ門（撤去）
 　a5：サバーハ問（撤去）　　　　　　

 　▲　主要出入口　　　　　　

 　　　　　　　

 図3－1サナア旧市街
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 3．2　ハーラの物的環境

 　サナア旧市街の街区はハーラと呼ばれる。現在カスル

 を除き56のハーラ（図3－2，表3－1）からなる 注8）。ハ

 ーラは，一般的にモスク，スーク，ハンマーム（公衆浴

 場）などを核として形成され，また各ハーラが独自の街

 区門を持ち地区を構成すると指摘される 注9〕が，サナア

 では必ずしも当てはまらない。サナアではひとつのハー

 ラはモスク，住宅群，緑地 注10）（マクシャーマ：莱園，

 ブスターン：果樹園），街路，小広場等から構成される

 のが一般的である。特徴として挙げられるのは，ハーラ

 のモスクとそれに付属するマクシャーマとが後述するよ

 うに伝統的システムの中で相互依存の関係にあったこと

 である。また，マクシャーマを低地にするために掘削，

 排土された土をハーラ内住宅の床材として利用したこと

 である。

 　旧市街におけるハーラの主要構成要素は表3－1に示し

 たようにおよそ6，400棟の塔状住宅 注11〕，43の大小モスク

 （カスル内に2モスクが存在する），緑地，さらに10の

 ハンマームである。この他，墓地，ワーデイー，サビー

 ル（公共井戸）などがある。さらにひとつのハーラであ

 るスーク内には小店舗・工房群（約1，800）や28のサム

 サラ（キャラバンサライ：隊商宿）が所在する。これら

 が特異な都市景観を形成している。

 　旧市街内の人口については概算数字が主であるが，概

 ね4万人前後で推移している。ここで土地利用状況から

 緑地・空地及び道路の占有率を計算するとそれぞれ全体

 の23％，13％となる。この結果，人口密度は292人／ha

 となる。これは中密居住を示し，建造物が密集市街を構

 成しているのではないことを意味する 注12）。

 3．3 都市施設の相互関連

 　塔状住宅においてトイレは複数階にある。近代化以前

 と現在では汚物の処理方法は違い，かつては大・小便は

 分離して処理された。固形の排泄物は長いシャフトを通

 じて1階に落ちた。液体は住宅壁面より地上に流れ落ち，

 そのまま地中に浸透した。肥溜めに集められた固形排泄

 物は定期的に業者が各住宅を訪問して集め，ハンマーム

 に運び込み燃料として利用された。後に残った灰はモス

 ク付属のマクシャーマに運ばれ，肥料となった。そこで

 栽培された野菜や果物はスークで売られ，お金になり，

 モスク維持・管理費に充てられた（図3－3）。

 　　宅ハンマームマクシャーマスークモスク
 　　　　・〉　　　　・＞　　　　　・＞　　・〉
 　　腓泄物　燃料／灰　　　肥料／野菜果物　商品／代金　維持管理費

 　　　　　　図3－3伝統的エコシステム

 現在は下水道の導入によりこれまでの伝統的システム

 は分断された。ハンマームは重油を燃料として購入して

 　　表3－l

 No．　ハーラ

 43

 ℃　。。㎜醐舳①

 図3－2ハーラ境界

 旧市街・ハーラ名称とその主要構成要素

 　　モスク　　　　　　マクシーマ　フスターン　　ハンマーム

 2　Sukkar8h　　　　　　　　77
 3．d－Abz㎝三　　　　　　　36　』一Abz＾正一2
 4．Nu80　　　　　　　　　　　136　　Nuoa　－3
 5．Mmo　　　　　　129　Mu80－4　　　　　Mu8＾一m2
 6．G11u正日t阯一汕o　　111
 7．d－Hum日ぷ 71　阯一Huma　di－5　　　阯一Huma砧一m3　　　創一Huma砒一1
 8．B日b』一Yeme皿　　　　53　d－Ridwm－6
 9．Su　a1－N8tha■ah　　　44
 10．81－B㎞i　oh　　　　　　33　　d－B8k㎞　　oh－7
 11．M舳a皿訓一Lo　i81160
 12．S日1與h釧一D㎞
 13　Zabo1oh
 14．』一M池oo皿
 15．Yoo缶
 Mi5b日mh

 16．A　i1
 17．副一Mo心＾㎜h
 18．a1・T8waohi
 19．Khu由

 d・B舳　8h・m4

 41　S㎡日h副一Dh－8　　　S日18h小Di皿一m5
 42
 52　　o工・M日危oo血・9

 ］M［㎡do皿一2

 69　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ya8h－3
 24
 67　A　i1－10
 215　阯一M8止舶ah－11　　小Ma止08＾h－m6
 267　』一Taw＾ohi－12　　　a1－Tow06hi－m7　　　　』一Taw80hi－4
 177　Khudo　－13　　　　Khu由　一m8

 20．日1－Su　　　　　　　　　　　　　　　　d・Ji皿o皿・14

 21．B8hrRa一正8’　　　　　　144
 81－Mad110b－15
 Ah－16

 22．H日8凹o＾h　　　　　　　　　87
 23．副一Abh肚　　　　　　　　82　d－Ab11肛一17
 24　Bu8t＾n　Sh肛nb　　　　　11O
 25．8ユ・　＾oi皿1i

 Khu由　一b1

 d－Abh趾一m9　　　　　阯一Abh㎝＝一5

 60　　81一　＾8i皿＾一18　　　　　　d・　＾8i皿i・m1O 16．舳一R㎜㎜m66Bmm－19
 27．　i皿’i　　　　　　　　　　　　34
 28．D趾J日mi’副一K日b廿　215　d－K＾bh－20
 29．Mu’od　　　　　　　　　　　55　　Mu’od－21
 30．d－J固did　　　　　　　　　　47　　81－J日did－22
 31．d－W皿8h汕　　　　　104　d－Wmhぶ一23
 32．H8mm8m　Shuh
 33．Sob日
 34．D日wu丑
 35．Ta1hah

 36．Su　a1・B＾　日正
 37　阯Kh趾r㎜
 38　81Sllohiao
 　81－Khomba
 39．］M8h111ud
 40副　皿2汕
 Sa■hotJuwof日h

 41．副一Jn藺
 42．日1・Zuma工

 60
 93

 Jomo1副一Di11－24

 105　Dowud－25
 83　To1hoh－26
 38

 o1Towo08027

 BmT皿m・m11
 d－K＾bh・m12
 Mu’od－m13
 止』與価d－m14
 阯一Wu811沁一m15
 Jom81阯一Dill－m16

 Dowud－m17
 T＾1hoh－m18
 d　T＾wo08e皿19

 82　　畠皿Iζho正■az28　　　　　＾1I（hor！＾z　m20
 Do1田1－b2

 49　　o1Shoh1ao皿29　　　o1Shoh1d日　皿皿21

 Sh由・6
 Sob＾一7

 9
 41　　MahmlIa－30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M＾11mud－8
 112　止皿阯Hu80m31　　皿皿d　Hu8㎝皿m22
 53
 136　　al－Ji1＾一32　　　　　　　81－J－8－m23　　　　　　　d－Jn8－9
 86　』一Zum趾一33　　　　小Z皿m皿一m24
 　　　　　　　Nolm8皿・b3

 43　1≡；＾b　Shu’ub　　　　　　　179
 44．a1－F皿h1li
 　S8rh8t　Muta
 45．a1・＾刈ami

 46．Mlm’mm趾
 47．Buota皿d－Sulto皿

 48．d－Mo㎜umh
 49．　ubbot81－Mahdi
 50．Sh虹i’o1－DofoIi

 Sho■i’81－M田tit
 51．Bob　a1－S日bah
 52．畠’一Noh正o　n
 　Sorh與t　d－Hawud
 53．o1－Ka曲8
 54．副一Tobori
 55．Sommh
 56．81・IIu工　o皿
 Ao肌o1・Sh丑a11

 204　　81－Fu18bi－34　　　　　81－F㎜1o　hi－m25
 21　Gho鵬1＾1B8811－35　Gh8鴉1＾1B88h－m26
 165　阯一’刈ami－36　　　　副一IA1＾mi一㎜27

 阯一Joz＾．b4
 a1・I一＾b81・b5

 260　Muo’mm趾一37　　　Mu日’mm㎜一㎜28
 　　　　　　　阯一Mo正i－b6
 128　d－Ta　　o－38　　　　　Sulto皿・b7　　　　　　　＾1－S咀1t＾皿・lO

 92

 d－Am　・b8 Habo1b9
 I皿日d・b10

 143　　．d－Mah止39　　d－M出血一m29
 84
 24
 144

 Nah8hel　bll

 67　d－N與h正＾11－40　　　d－N8hm　－m30
 14
 57
 553　d－Tob’皿’一41　　　　　阯一丁＾b趾i一皿i31
 205　　S日m正ah－42　　　　　　S日m■oh－m32
 285　d－Hu正on－43　　　o1－H皿r＾皿一m33
 －　　　81・Mo　‘・44

 注1名称の後の数字は通し番号を示し，図3－1．3－2，3－4と対応，m1マクシャーマ，blブスターン
 　ハーラ数62は細分化したため。
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もマクシャーマでは肥料購入費用の捻出が問題となる。

最終的にはモスクの管理をしているワクフ省の補助金を

頼りにするしかない。そして住宅から出る汚水は，下水

道終末処理場の未整備によりサナア市北方10kmの下流

域で垂れ流し状態が続き，衛生・環境面に深刻な影響を

与えている 注13)。

　この伝統的システムにおけるもう一つの問題は水の供

給である（図3－4）。サナア近郊にはイスラーム以前に

おいてカナートが発達し，年間2回の雨期には豊富な地

下水を供給した。旧市街にはカナートはないが，地下水

路網により，革命以前において各住宅に備わる井戸から

確実に水を供給できた。しかし革命以後の都市の人口集

中，及び近年の道路舗装化はこのシステムに打撃を与え

た。住宅の井戸だけでなく旧市街内のサビールも涸れ，

各住宅や公共施設には上水設備が設置された。現在既成

の10数箇所のサビールでは井戸をさらに深く掘り下げ，

機械で揚水している。またワクフ省は特に3箇所の井戸

から得られる水を旧市街内のモスク，ハンマームに供給

するため送水管を敷設している。しかし一部のマクシャ

ーマにおいては水不足に対する対策もとられず，水問題

はマクシャーマの存続に影響を及ぼしている。

（1）構造：壁は低層部は石造，高層部はレンガ造からな

る。コアである階段部分は最上階まで石造である。各階

床は平面の短辺に木梁，それに垂直に小枝を載せ，土を

敷き，石を載せる。天井・壁面をしっくい仕上げとする。

（2）平面：垂直方向を概ね四つの部分に分けることがで

きる。①サービス階；一般的に1階には出入口の広間と

共に倉庫や家畜室があり，中2階，あるいは2階部分に

食料倉庫が置かれる。②社交用階；居住階第1層部は客

間である。ディワーンを置くこともある。③家族階；居

住階第2層部からは，ディワーン，主人室，家族室，台

所，食堂，女性室等の家族のための居室空間が積み上が

る。④娯楽階；最上階にマフラジュ，あるいはマンザル

が置かれ，午後，男たちのカート・パーティの場となる。

（3）外観意匠：外観を特徴づける要素として開口部，ド

ア，壁面装飾等が挙げられる（表4－1，写真4－1）。

表4－1主要外観意匠構成要素

構
成要
素口　日

口　回
㊧
竈1

圃
ム
ざ
ピ
ヤ ク

玄
関
ド
ア

浮彫状
装
飾

4．搭状住宅

4．1住宅の構成

　塔状住宅（図4－1－1，2）の構成は以下の通りである。

凡例
●M　モスク（◎大モスク）
Om　マクシャーマ
○b　ブスターン
●h　ハンマーム

●　主要井戸
（l11井戸
φ澗井戸

図3－4

O：アラパスター、C1タフリー一ム1色ガラス付きを含む〕、目：扉（木製〕

写真4－1住宅外観

　　　　1，b8－b1O間に設置された揚水施設
　　　　2，m27の井戸
　　　　3．m4付属の洞丼戸
　　　　4．m4付属の1固井戸
　　　　5．m4付属の洞井戸斜路

水の供給システム（現在）

160;－18－



   上

   ［

   ［

   写真
   ①玄関
   ②井戸
   ③デイワーン
   ④マフラジュ
   ⑤穀倉
   ⑥ハンマーム
   ⑦台所

   El 

   [ 
   17    7    17 
   o 

   7    8    7 

   [ 

   A 

   12 
   ~    ~ll~ 

   8    7 
   ~ll~ 

   8    7    9 

   l'    5 

   断面図

   ［

   ［

   1階平面図

   中2階平面図

   ①

   u而

   5階平面図

   2階平面図

   6階平面図　　　　　　7階平面図

   3階平面図　　　　　　4階平面図

   凡例
   1．前庭
   2．玄関ホール
   3．倉庫
   4．階段室
   5．裏庭
   6．粉ひき場
   7．前室
   8．ディワーン
   9．客間
   10．ハンマーム
   11．居間
   12．台所
   13．シュバーク
   14．食堂
   15．私室
   16、マンザル
   17．テラス
   18．マフラジュ

   図4－1　塔状住宅
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①開口部・窓；低層部，例えば入口上部や倉庫等では採

光及び換気用穴が設けられる。居住階低層部では，伝統

的には厚さ約1cmほどのアラバスターによる円形の採

光用窓が一つあるいは縦に二つ並ぶ 注14)。その上層階で

は外開き木製扉と内開きガラス窓（ただしこれは後世の

もの）を持つ採光，換気・通風窓がある。その上部には

換気用タフリーム（石膏透かし彫り）を壁面内側と外側

に置く。最上階では下部に大型のガラス窓が，その上に

タフリームと色ガラスを組み合わせた半円形の窓が置か

れる。居住階の各タフリームや各ステンドグラス窓の間

の壁には換気用の開口部が設けられる。②出窓（ムシャ

ラビーヤとシュバーク）；入口上部には通りを見下ろす

覗き窓がある。また台所には通常北側に飲み物や野菜等

を冷やすために利用するクーリングボックスが設置され

る。③装飾；壁面装飾となるのは石造部分では開口部の

防水用しっくい塗りだけであるが，レンガ造部分では水

平文様帯や垂直部分に三角形や菱形を基本としたジグザ

グのパターンが用いられる。タフリームのデザインやス

テンドグラス窓もファサードの重要な装飾要素である。

4．2住宅の原理

　塔状住宅の発生起源については諸説ある 注15)が，ここ

では住宅の原理について考える。

（1）安全性：①地方の部族抗争が住宅に反映されている

ため，住宅は要塞化する。入口玄関ホール及び各階前室

と階段室は扉で閉められる。この扉は扉全体と高さ150

cm，幅80cmの小扉の2通りの開閉が可能である。通常

は小扉を利用するため階段室あるいは前室に入ろうとす

れば人は頭を垂れて出入りすることになる。②入口上部

室内から外部者に気付かれることなく人の出入りをチェ

ックできる。

（2）経済性：住宅には井戸があり，家畜小屋と倉庫があ

る。家畜からはミルクや食肉が得られる。倉庫には食料

及び薪が保管され，長期間籠城可能である。

（3）社会性：客間は居住階第1層目に位置し，家族の利

用する階と分離される。これは客人と家族の女性たちと

距離を置く意味もある。また安全性とも関連する。親

戚・知人のみがディワーンやマフラジュヘ進める。

（4）環境性：居室を季節毎に変えることができる。台所

は上層部に位置し，煙突は高い位置に設置して煙害に対

処する。シュバークが北側に置かれる。

　現在では社会状況や生活環境も変化し，もはや（1），

（2）は必ずしも必要ではなくなった。

的には自由であるが，建ち並び始めると近隣住宅に換気，

日照等の問題が生じる。この時先行して所有権を持った

者が基本的権利を有し，後続の建設者は何の権利も持た

ない。

（2）プライバシー：イスラーム杜会では私的領域を覗き

見ることは禁止されており，覗き込まないように壁が造

られる。特に上層部台所階や洗濯干し場となるテラスで

は壁が高くなる。先行権を持たない場合は覗き込まれな

いようにする。

（3）境界壁：隣接する2住宅の壁は建設過程で三つの処

理方法が基本となる。①所有者間の合意に基づき壁面を

共有する場合，（2）相互独立壁が接触する場合（写真4－

2），③1ジラー 注17〕以上離す場合，である。

（4）空中権：住宅は元イマームの邸宅等を除けば主に3

～5階建が主であったが，今世紀初期より一般市民にス

テンドグラスが普及することによって各住宅は上方に向

かって1～2層分増築されてきた。本来空中権は他人の

通風，日照を妨害する場合でも認められている権利であ

る。1995年以降上方への増築は加速度的に進んでいる。

サーバート（街路頭上の建築）を建設する場合は通行人

に害を与えない限り認められる（写真4－3）。

写真4－2境界壁1

　　　　相互独立壁の接触
写真4－3　サーバート

5．社会システム

5．1ハーラの変容

　ハーラにはその長であるアーキルが存在する。現在の

サナア旧市街56のハーラでは，アーキルは複数のハーラ

を代表することもあり，実数は30人である（表5－1）。

アーキルを選出する公的な制度はなく，住民の支持を得

てアーキルになる。

表5－1ハーラとアーキルの実数

4．3住宅間の配置にみる諸原則

　既往研究舳を参考にして，近隣ハーラにおける住宅

建設にかかわる諸原則について考察する。

（1）先行権：住宅を建築する際に，その配置計画は基本

代表するハーラの数　1　2　3　4　5　6　7合計

アーキルの数（人）　16　7　3　1　1　0　2　30
ハーラ数　　　　　1614　9　4　5　0　14　62

注）行政上のハーラ数は56である。
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　さらに旧市街は，ハーラの集合体として四つの地区ル

ブゥとスークに分けられる。1962年までは旧市街は全体

として一人のシャイフ 注18） が代表していたが，同年に4

地区に行政分割され，それぞれにシャイフが選出される

ようになった。ルブゥには名称がなく，序数をつけて呼

ばれる。4地区の構成ハーラ数は，第一区が20，第二区

が15，第三区が16，第四区が12である 注19）。シャイフも

その，1レブゥの住民やアーキルの合意に基づいて選出，承

認される。

　30年前ハーラ数は54であり，その数は変化している。

また，今日一つのハーラが二つの名称を持つように細分

化されている例もある。そして，革命以後現在に至るま

で住民の中には旧市街から新市街に移り住む者，また逆

に1980年代後半からは旧市街内の住宅を購入したり，賃

貸して住む者も多くなり，ハーラ構成者も変化している。

5．2現在のアーキルの役割とその位置付け

　社会情勢の変化によりハーラのシステム自体が変容し

ている上に，行政の整備に伴いアーキルの業務内容も減

少しつつあることが確認された。

　しかし今日のアーキルの業務には，市当局との関係調

整，隣人救済のための寄付やラマダーン（断食月）の税

の徴収，紛争調停，支給食料の分配，住民の文書の承認，

所有権や借用の変更，公共地清掃の組織づくり等 注20〕 が

あり，一部行政職も含まれるが，ほとんどがハーラ内の

相互扶助・秩序維持等を目的とした内容である。アーキ

ルの日常的な仕事が住民から持ち込まれる問題を解決す

ることであるようにアーキルは住民自治組織の代表的存

在である。人びとはアーキルを信頼し，アーキルはそれ

に応える資質を備えた人物である。アーキル職に適した

人がいない場合，人びとは自分の所属するハーラの利益

を代表してくれるような他のハーラのアーキルを求めて

いる。ハーラ数に対してアーキル数が少ないことがその

ことを示している。

5．3アーキルの保全事業に対する意識

　アーキルはGOPHCYによって旧市街の保全事業が展開さ

れる中で次の2点を強調している。アーキルはGOPHCY

の存在は知っていても，保全事業の内容・時期について

はGOPHCYから知らされない。また，アーキルは地区の

利益を擁護するために，地区内におけるインフラ関連事

業では，施工者に対して協力（街路舗装事業に対して地

区内の下水道網の位置を教えたり材料置場の位置を指定

するなど）を惜しまない。ところがGOPHCYスタッフはア

ーキルが事業に協力的であることに対して無関心である。

　このようにアーキルは保全事業に対して協力する準備

があり，実施に対しては情報提供を望んでいる 注21）。

6．旧市街と保健医療

6．1公衆衛生としての結核対策

　結核対策はイエメン国内で最も力を入れて取り組まれ

ている事業の一つである。その第一の目標は，結核患者

を早期発見治療することで，感染源（患者）を社会から

除き（治癒），結核の蔓延を改善することである。

　しかし結核対策の有効な手段であるBCGや薬が発見さ

れる前から結核は欧州では激減してきたという歴史があ

る。これは社会の一般的生活状況（食生活・住環境等）

の改善が寄与したからである。

　ここではサナア旧市街の公衆衛生を考える上で，結核

対策を事例として検討する。

6．2結核誘発悪化要因

6．2．1患者の分布

　旧市街在住結核患者28名（内女性18名）の居住地区を

調べるとイエメン門周辺7名，大モスク周辺4名に患者

が集中している。また，モーサー・ハーラ3名，フメイ

デイ・ハーラ3名にもある程度集中がみられる。居住区

は全体的にイエメン門周辺で，人が密集するスークに続

く線上店舗が並ぶ街路に近接している。

6．2．2要因

　患者6名との直接面接と他の患者の周辺環境調査結果

から旧市街における結核の温床となる要因を都市環境の

三つの面から検討する。

（1）対人的環境―①アフリカ諸国からの移民，アフダー

ムが旧市街周辺にスラム的地区を形成，居住し，物乞い，

サービス業で生計を立てる。スークで活動するために，

結核の感染を受ける機会が多い。②冠婚葬祭時の人口過

密：（a）一部屋（3m×6～7m）に多数の人が集まる。

（b）習慣的に，飲み物やマダア（水たばこ）はまわし飲

みされる傾向にある注22〕。

（2）外部環境―①未舗装道路：砂ぼこりが絶えず，肺病

率の高い結核にとって，粉塵の呼吸器への侵入は大敵で

ある。眼病が多い原因とも考えられる。②ゴミ：ゴミ収

集容器（2m×3m×2m）は特設されているが，ゴミ

の総量は容器の容量・数量を上回り方々で散乱している。

ゴミは毎日収集されるがその場が清掃がされるわけでは

ない。通常放牧された家畜などによりゴミが散乱し，ま

た雨の降った後などは湿気をおびて悪臭を放つ。ゴミ周

りの雑菌の繁殖は衛生面でも最悪の環境をつくり出して

いる。蝿を発生させる環境でもある。③スーク・アル・

バカル（家畜市場）：ここでは現在も牛やロバ，羊など

の家畜の売買がされる。多数の人間が集まり，周りには

茶店が並ぶ。未舗装状態であり，地面は家畜の餌（わら，

残飯など），糞が散在している。不衛生な環境となって

いる。

 &#160;
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（3）屋内環境―①塔状住宅（a）家畜との共存：家畜を

飼育している家庭はまだ存在し，不衛生な状況である。

（b）換気：低層部居住階では開口部が少ない。窓があっ

ても開閉が少なく，換気はあまり行われない。また閉め

た状態で開口部から砂塵が部屋に入り込む。（C）維持管

理が行われていない。②安ホテル：イエメン人向け安ホ

テルは石造，コンクリート造で平屋，あるいは2階建が

多い。平屋では大部屋には開口部はほとんどなく，入ロ

ドアしかない場合も多い。

　途上国一般の状況と同じように，密閉空間での患者と

の同居，不衛生状況，あるいは低栄養等が結核の蔓延に

関連すると言える。医学の面からみると患者発見と治療

のシステムづくりが結核対策において最優先されるが，

一方で都市環境問題の多くがそのまま結核のみならず公

衆衛生に関連している。

7．保全的開発

7．1保全的開発の方向

　保全的開発の基本は住民の生活環境の改善であり向上

である。そして新しく居住環境を創造していくことであ

る。現代生活に適応した居住環境が整備されていけば人

びとはそこに住み続け，サナアの塔状住宅は残されてい

くし，その風景も保存されていく。

　しかし実施するにあたっては政治，経済，社会のさま

ざまな問題が複雑に絡みあい，問題を解決するには広範

な内容を含んでいる。国際的協力も必要となり，さまざ

まな事業を同時並行的，試行錯誤的に実施していくしか

方法はない 注23）。

　ここでは今後早急に取り組むべき項目として①住民参

加，②都市構造の保存，③居住環境の改善，④管理・運

営体制の整備・強化について考える。

7．2都市保全に向けた参加のシステム構築

　歴史的環境の保全には住民の意志と協力が不可欠であ

る。しかしサナア保全計画はまず住民の関知しないとこ

ろで始まったし，これから先も続く気配である。

　サナアは遺跡ではなく，人が住んでいる街である。彼

らを無視した旧市街保全は，世界遺産保護を名目とした

先進国の一方的で身勝手な植民地化行為と言える 注24)。

つまり，植民地の都市計画と何ら変わりのない状況が展

開されているのであり，しかも「植民地政府」が複数存

在しそれぞれの「政策」に沿って実行しているに過ぎな

い。
　こうした状況を改める方法として保全計画に住民の意

見を聞くシステムをつくることが考えられ，ハーラの機

能を利用することが有効と思われる。ハーラは細分化し

変容してはいるが，信頼を受けるアーキルが存在する。

ハーラを住民参加の母体，アーキルをその代表として位

置付け，住民の意見を聞き出し，それを保全的開発計画

に生かしていくことが必要である 注25)。保全の担い手が

サナア住民である以上，住民参加のシステムの確立は保

全事業の一つとして尊重されるべきである。

7．3都市構造の保存

　都市保全の一つに都市構造の保存が指摘される。土地

利用状況が一変すると都市景観にも大きな影響を及ぼす。

現在問題となるのは放置された緑地である。ほとんどの

ハーラではモスクで使用した水はそのまま下水道に流さ

れている。水不足により緑地が荒廃し，放置されていく

事例は増加の傾向にあり，早急な解決策が望まれる。そ

の一つの方法として生活排水の再生システムを考えるこ

とが有効であろう。モスクに浄化槽を設置し，再生した

水をマクシャーマに利用することが可能と思われる 注26）。

この同じシステムを住宅に設置することによりブスター

ンの整備にも応用できる。特にブスターンは資本家によ

りその土地取得が目指されており，開発行為のくい止め

にもなる。

7．4居住環境の改善

　既に述べたように保健医療は都市環境問題と大きくか

かわるので公衆衛生問題に対処するには居住環境の改善

策を考えることが有効であろう。

（1）外部環境改善からは2点が挙げられる。①街路舗

装：基本的なインフラ整備が実施されているということ

を前提にすれば，道を舗装することによって巻上がる粉

塵が減り，雨期の泥，水たまりなど不衛生な環境が減少

する。しかし街路舗装事業には施工方法の指導や雨水処

理対策等が関連する 注27)，②マクシャーマ用貯水池の整

備：貯水池の定量不足による水の放置は，ぼうふら等の

害虫発生原因となるため，浄化槽設置と関連させて適宜

供給・循環できる水を確保することが必要である。

（2）内部環境改善からは2点が挙げられる，①換気・日

照の確保：低層居住階では開口部を設け，換気をするこ

とが重要である 注28)。これには保健教育も必要となる。

開口部を新設する場合には伝統的外観意匠に変化が生じ

問題となるが，材料の交換や上方への増築も解決策とな

る，②維持・管理：壊れかけた建築物に関しては緊急に

補修し，上層階の崩壊をくい止め，居室を確保すること

が必要になる。

7．5管理・運営体制の整備

　GOPHCYの前身は総理府管轄のサナア旧市街事務所

であったが，1990年南北イエメンの統一後の機構改革で

文化・観光省の管轄となり，指導・統制力が弱まった。

さらに1996年以降はGOPHCYの保全事業に対する住民

からの不満意見発生と共に資本家による勝手な増改築が
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始まっている。こうした状況に対処するためには管理・

運営体制の整備が求められる。

　実際，1998年7月に都市保全のための法規制の草稿が

準備され建築規制に向けた整備が行われようとしている。

しかしこの内容は一方的規制を示すのみで現状と変わら

ない。伝統的建造物の増改築や新築をする住民のために

は伝統的建築意匠モティーフ集や建築ガイドライン等を

準備することが必要である。また住宅の維持・管理，あ

るいは施工方法等に関する指導マニュアルの作成など住

民に目に見える形で提示していくことが求められる。こ

のような指導要領の作成には当然イエメン建築に関する

調査研究の充実が必要であるし，これらはGOPHCYス

タッフの人材育成にもかかわる。

　国際機関や援助国，都市住宅省・教育省・保健省等各

省庁との連携，政府と住民の相互理解の上で，長期的視

野に立った保全計画の作成，環境教育・保健教育による

若年層からの啓蒙活動の充実をはかるための運営体制も

求められる。

8．まとめ

　世界遺産登録から現在まで12年を振り返ると，先進諸

国による国際協力は目に見える援助を目指すあまり，単

体の歴史的建造物修復に徹した。こうした保全事業は途

上国においては先行した事例であり，援助国の数だけで

も建造物が保全されることに意味があるらしい。

　しかしサナア住民の日々の生活にかかわる居住環境改

善には課題が多く残されたままである。基本的インフラ

整備が未完了なままの街路舗装や軟弱化した地盤による

塔状住宅の倒壊等問題は後を絶たないが，国際協力の場

ではこれらは全く関知されない。各国は保全事業が終わ

ると援助対象をサナア旧市街から他都市の単体建造物に

向けているのである。

　我々は学際的アプローチによりサナア旧市街の実態を

明らかにし，保全的開発のための提案を試みた。それは，

ハーラの社会システムに注目した住民参加の考え方・方

法，都市構造保存のための試験的案等である。この提案

の有効性については現地でどのよう判断されるかは不明

であるが，我々イエメンに何らかの形でかかわった者た

ちは世界遺産サナア旧市街が今後も保存されていくため

に，居住する者の視点にたった保全的開発の内容を準備

し，サナア旧市街保全の現場だけでなく地域住民に提示

し続ける義務を感じている。

　しかし基本的には，保全の担い手はサナア住民である

ということを保全計画にかかわる人びと，国内外の関係

者，及びサナア旧市街住民自身が認識することから保全

的開発は始まり，あらゆる問題解決の糸口もそこにある。

こうした働きかけも同時に行っていきたい。

＜注＞

1）保全的開発という概念自体新しいものではない。同様の概念
　　は，古くは，西山夘三の「開発的保存」（1963）や木原啓吉の
　　「保全的再開発」（1982）という言葉にみられる。ここでは開
　発途上国における歴史的都市の都市開発を念頭に置いている。
　　その考え方は文献5にある。
2）本研究は実践的研究を目指している点が特徴で，最終的に
　　は本稿（あるいは保全的開発案）を英語等で作成し，現地
　　側政府関係機関及び住民や国際的援助機関に提示すること
　　を考えている。主査は過去にサナア旧市街保全に関する論
　　文“Conservation－based Development in Historic Cities”
　　（1995）を提出し，佐藤は1998年3月のワークショップで歴
　　史的都市の観光開発」について発表し，それぞれ今後の計画
　　の参考になるものとして評価を得ている。
3）研究委員（日本人）の全員が過去にサナアに長期滞在した経
　　験を持ち，一部は本研究期間においても滞在していた。この
　　ような滞在期間中の調査，収集資料も参考にしている。
4）標高2，200～2，300mに位置するサナア市は，サナア平原東端
　　のヌクム山を境に歴史的に古い，旧市街，ビール・アザブ，
　　アル・カーが順に西方に延びていたが，革命（開国）以後は
　　これらを中心に北，西，南へと都市域が拡大され，現在では
　　サナア平原を埋め尽くす勢いで成長している。
5）旧市街の標高はカスルで2，292m，ワーデイー北端の河床で
　　2，243mであり，大モスク付近で2，260mである。
6）南市壁（イエメン門からハンダックまでの部分）はフランス
　　政府の資金援助により修復された。
7）南北二つのハンダックを含むワーディーの改修・整備がアメ
　　リカの資金援助により現在（1998年）実施されている。
8）文献1によれば，1973年の調査ではハーラは54とある。
9）例えば文献10ではダマスカスのハーラを例に説明がある。ま
　　た，フランス人研究者によればサナアにおいても街区門があ
　　ることを指摘しているが，これらはモスクの門や住宅の門で
　　あり，街区門ではない。
10）サナア旧市街住民の間ではマクシャーマとプスターンが混同
　　されて用いられている。基本的にはモスク付属がマクシャー
　　マであり，個人所有がブスターンと定義できる。
11）1988年にGOPHCYにより作成された地図（縮尺千分の一，建
　　造物の配置と階数を示す数字が記されている）を基に1990年
　　の主査の調査では114棟の住宅が倒壊していた。他にもサビー
　　ルの上屋，簡易のドゥッカーン（店舗），サムサラ等約40棟が
　　倒壊している。（尚，地図に示された数字は外観から判断した
　　ためにほとんど誤っている。例えば平屋を示す1の数字が多
　　数みられるが，基本的に塔状住宅は3～6階建で，平屋は存
　　在しない。）今回の調査では倒壊住宅の一部はそのまま放置さ
　　れていたが，中には土地買収され，新築されたところも見ら
　　れた。GOPHCYでのヒヤリングでは倒壊住宅は増加したと言

　　われる。
12）ここで問題となるのは整備されずに放置された緑地が今後開
　　発の対象となることであり，土地利用状況に変化が生じるこ
　　とである。実際，1990年以降にブスターンが駐車場にされた
　　例もある。関連項目として，現在施工中のワーディー整備事
　　業では両岸に緑地帯を設置することが当初から計画されなが
　　ら，その計画を破棄し，駐車場となっている。
13）1998年7月現在，下流域で下水処理場の建設工事が始まって

　　いる。
14）これが本来カマリヤと呼ばれるものである。建築学的にみる
　　と，住宅低層部にカマリヤがある場合はその住宅は数百年以
　　上前に建設されたものと言われ，住宅の建設年代を考える上
　　でカマリヤやその他の要素との組み合わせによるデザイン構
　　成は重要な手がかりとなっている。（住宅に関する研究は途上
　　であるが，アラバスターの化学変化の考察は今後の研究に有
　　効と思われる。それはアラバスターが長い時間そのままある
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 　　　と白から黒みがかった黄に変色するからである。主査らの調
 　　査では70年前建設された住宅のアラバスターに変色は見られ
 　　　ないが，400年前に建設された住宅のそれでは変色が確認され
 　　た。）尚，石工はステンドグラス窓をアクド（アーチ）と呼び
 　　　カマリヤと区別しているが，観光客を含め一般イエメン人の
 　　間ではステンドグラス窓の方をカマリヤと呼んでいる。しか
 　　　しステンドグラスは，18世紀にシリアから云わったものであ
 　　　り，しかも普及し始めたのは今世紀に人ってからである。
 15）イスラーム以前に支配していたアクスム王国の様式起源説や
 　　　メソポタミア・ペルシャの城塞型民家起源説が文献2等にあ
 　　る。
 16）文献3にはチュニスのメディナを事例に「イスラーム法とま
 　　ちづくりガイドライン」などについて言及されている。
 17）中東では長さの尺度としてジラーが川いられ，文献10によれ
 　　ば１ジラーは49．87cmと定められていたとある。アラビア半
 　　島では72．8cm，マグリブでは54.0cmと地域により差がある。
 　　イエメン・サナアでも大工によりその数値が異なるが，およ
 　　そ45cmである（文献2では47．5cmとある）。
 18）イエメン北部のいわゆる部族社会は，父系出自の原理に基づ
 　　き分節的な構造を持つ。この原理は空間にも適応されており，
 　　ある村は一つの出自集団から構成されていることが多い。し
 　　かし，部族領土に点在している都市の代表格であるサナア旧
 　　市街には，この原理は存在しない。
 19）各ルブゥを構成するハーラの数を合計すると63になるが，こ
 　　れは二つに分かれるハーラが5つあり，また2ルブウに属す
 　　ハーラが二つあるからである。また，スークは56ハーラの
 　　内の一つに過ぎないが，その重要性と他の居住地域とは異な
 　　る性格から単一で同時にルブゥ同様の格付けが与えられてい
 　　る。
 20）ヒヤリング及び文献4による。
 21）アーキルは工事を確実に，円滑に実施してほしいという希望
 　　を持つ一方で，先行した街路舗装工事により雨水排水に問題
 　　が生じた事例を把握しているためである。こうした施工不良
 　　による問題が最近多くなり，住民はGOPHCYに補償を訴えて
 　　いる。
 22）マダアに関しては結核の感染源としてなるべく吸わない，吸
 　　う時は自分のパイプを使うといった指導がされている。
 23）文献6には5項目について問題の対策が検討されている。尚，
 　　観光関連調査を行い，「観光化インセンティブを活用した保
 　　全」について検討・考察したが，これは紙面の都合上省いた。
 24）定例化しているワークショップ（通常先進岡による主催）で
 　　の発表者の内容はサナア旧市街保全を行う上での戦略を考え
 　　るよりも学術的研究発表，現状の開発・保全事業への批判的
 　　意見を述べる場となっている。現状の問題を打破するために
 　　どのようなことを行っていけばよいかという建設的意見はほ
 　　とんどみられない。例えば，1998年3月にサナア・シェラト
 　　ンホテルで開催された「歴史的都市保全のワークショップ」
 　　で参加者の多くが「旧市街内部にホテルを造ることは伝統的
 　　な生活を破壊し，保全に反する」という意見を表明し，最終
 　　日に「旧市街内部の住宅地におけるホテル，商業施設の開設
 　　を禁じる」と言う提言が採択された。また，イエメン人研究
 　　者は「現在サナア旧市街の改修中，新築中の建物の60％以上

 　　が建築規制を侵害（violation）している」と指摘した。前者
 　　は，実行力を持ち得る政府の体制が整っていない現状から判
 　　断すると全く意味をなしていない。また後者は旧市街に実際
 　　に住んでいる人びとがそうした建物を望んでいるのだとすれ
 　　ば，むしろ60％を違法化するような規制の方が人びとの意志
 　　を侵害しているとも言える。
 25）旧市外居住者を中心とした「旧市街保全のためのNGO」が現
 　　在6団体できており，居住者自らによる住民「啓蒙」という
 　　機能を果たし得る可能性を持っている。
 26）浄化槽に関する情報は在イエメン日本大使館医務官，井上聖
 　　太博士から受けた。記して謝意を表したい。博士は現在日本
 　　政府の予算で，浄化槽を試験的にどこかに設置することを考
 　　案されており，主査らは博士と共に可能な設置場所の検討調
 　　査・ヒヤリングも行った。現在，日本国内においても「水循
 　　環システム」が設置され，BODlppm程度の処理水を出して
 　　いる事例が丈献8に紹介されている。途上国における設置例
 　　もある。
 27）文献6に関連事項の検討が記されている。
 28）塔状住宅それ自体が結核を発生させる場所ではない。しかし
 　　衛生のためには換気や採光は不可欠である。低層部にカマリ
 　　ヤがある住宅ではアラバスターの変色に伴い，近年ガラスを
 　　はめ込む家も増えている。サナア建築研究にとってこのよう
 　　な古い住宅の、意匠調査は重要である。また，材料の変更はオ
 　　ーセンティシテノにも関連するが居住環境整備という点から
 　　は何らかの方法を探るしかない。
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